
今日も はなまる 

このかわら版のタイトル、

“はなまる”は、「丸の最上

級みたい」「太陽のマークに

も似ている」ことから名付け

ました。 

太陽のように、皆さんを

暖かく見守るそんな存在の会

でありたいと思っています。

（ちなみに、わが家の愛猫の

名前もはなまるです）   

このかわら版では、1 年間の

「親＆子どものサポートを考

える会」の状況をお知らせで

きれば‥と思っております。 

昨年の全国版の集い 

昨年、コロナ禍で開催した第

10 回の全国版子どもの集い・

交流会は、午後のみのオンラ

イン開催とし、『私もヤング

ケアラー？』～イメージされ

ているヤングケアラーとの相

違～ をテーマに、ヤングケア

ラーに関して取材し発信され

ている毎日新聞の山田記者

に、取材を通して見えてきた

課題を話題提供いただく形で 

 

進めさせていただきました。

お話の後、小グループに分か

れて意見交換・共有。相談や

助けを求めることについて、

どんな風に感じていたかや、

どんな人がそばにいてくれた

ら良かったかなど、それぞれ

の感じてきた思いを語り合う

機会になりました。共に暮ら

すご家族は、症状が落ち着く

ように‥と願うものですが、

神頼みの状況にもなり、宗教

2 世の課題も語られるなど、

ご家族の苦労も垣間見えまし

た。 

今年は対面とオンラインのハ

イブリッド開催。プログラム

も、講演を中心とした全体会

（午前）と小グループでの語

り合い（午後）に戻しまし

た。どんな集いになるのか、

楽しみです。 

5 月の学習会は‥ 

精神障がいのある親とその子

どもの支援に関する学習会を

オンラインで開催しました。 

 

今年は、「精神障がいを抱え

ながら子育てをされている親

御さんへの支援」に焦点を当

て、親御さんの育児を支援す

る専門家向けの研修動画『ゆ

ら育プロ』について、大阪大

学・蔭山先生からご紹介＆子

育てピアサポートグループゆ

らいくの皆さんからグループ

についてお話しいただきまし

た。この学習会は、親・子の

支援を考えたい‥という方な

ら誰でも OK というスタンス

で行っているのですが、感想

に、「支援者だけでなく、当

事者・家族の方とも横並びの

関係で、情報を共有したり意

見を述べあったり、どの立場

を一方的に非難したり批判す

ることなく、建設的なやり取

りが展開できることに居心地

の良さを感じた」との意見も

あり、皆で同じテーマを考え

合える雰囲気って大事だよな

‥と改めて感じました。来年

のテーマは考え中。何か候補

があれば、ご連絡ください。 
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COVID-19 が 5 類に変わ

って支援者研修も対面に

なりました 

親子が支援を求めやすい環境

になるように‥と親子の身近

に存在する学校の先生や民生/

児童委員さんらを対象に実施

している『支援者研修』も、

「基礎講座」・「実践講座」

ともに対面式に戻しました。 

対面を待っていてくださる方

が多かったのか、基礎講座に

は 59 名の方にご参加いただき

ました。 

参加者の「実際にどんな風に

関わると良いか知りたい」と

いうニーズから、今年度は

『想像力を働かせてみよう』

をテーマに掲げ、精神症状が

生活や子育てにどんな風に影

響しているか、それを子ども

がどんな風に感じているか、

親子の生活がイメージできる

ように投げかけ、感想や疑問

をいただき、掘り下げる形で

実施しました。参加者から

は、「想像力を豊かに、"こう

なんじゃないか”と選択肢を

たくさん用意することが必要

だけれど、その選択肢が押し

つけにならないように会話や

コミュニケーションを重ねて

いきたいと思いました」との

感想をいただきました。これ

からも、参加者のニーズを伺

いながら、現場に即した内容

を展開できるようにしていき

たいと思います。 

 

 

 

 

集い運営の難しさ 

2011 年 9 月～月 1 回ペースで

始めた『三重 子どもの集い・

交流会』も 13 年目に突入、明

日が 266 回目の開催になりま

す。これまで「話したくても

話せなかった。他の方の経験

も聞いてみたい」との意見か

ら、三重の集いはよくある

“言いっ放し・聞きっ放し”

のスタイルではなく、やり取

りできる形で開催していま

す。あなたのお家はどうだっ

たの？と、経験を語り合う中

で、「私の家が一番大変だっ

たかも‥」と比較して捉え、

メンバーの何気ない発言に傷

ついたり、「そんな風に軽く

言わないで欲しい」と感じる

こともあるようです。その日

の状況によって雰囲気も異な

り、安定した場作りも難しい

のですが、できるだけ安全に

自己表現・やり取りができる

ように、集いの場が安全・安

心の場になるように…と心が

けています。本日の集いも‥

ですが、ここが気になったな

ど、お気づきの点などありま

したら、お伝えいただけると

ありがたいです。皆さまの声

を聞かせていただきながら、

安全な場作りを目指していき

たいと思います。 

あとがき 

先日、他団体の方と上記のよ

うな「会の運営って難しいよ

ね、〇〇な時どうしてる？」

というやり取りをしていまし

た。他団体さまともこうした

情報交換を行いながら、より

安定した運営を心がけたいと

思います。 
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